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論　　文　　の　　要　　旨
　軟体動物門の腹足綱に含まれる前鯛亜綱には、正型精子と異型精子という二つの型の精子をもつ
ものが多いがラ本研究はそのうちの正型精子に着目してヨその形成過程を含む微細構造を解析しヨ
その結果から、前鯛亜綱内の動物群の系統関係を明らかにしようとしたものである。
　この研究に用いられた材料はヨ前鯛亜綱を構成する4目即ち原始腹足目1中腹足目1新腹足目1
異腹足目のそれぞれに属する37科64種でありラそのうちの3目7科11種についてはヨ精子の形成
過程に関しても研究が行われた。方法は精巣や輸精管内の精子の超薄切片の電子顕微鏡による観察
のほか，多くの種についてはラ位相差顕微鏡による生きた精子の観察も行われた。
　その結果、前鯛亜綱の動物の精子はヨその微細構造と形成過程からラType1～3の3つのType
に大別され争さらにType1とType2についてはヨそれぞれ2つのS此typeに分けられることが明
かになった。
　それらの知見を基礎にしてラ前鯛亜綱の分類体系及び系統について考察すると次のようなことが
いえる。
　従来、原始腹足目に属するものはヨ体内受精をするアマオブネガイ亜目以外はラ体外受精をする
ものとしてラ1つにまとめて考えられていたがヨツタノハガイ亜目はオキナエビスガイ亜目やニシ
キウズガイ亜目とはラかなり系統的に異る動物群と考えられる。
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一方アマオブネガイ亜目はヨ従来の分類体系ではラ原始腹足目に含まれているが、原始腹足目か
ら分離して、独立した1目として扱うのが適当である。
中腹足目1新腹足目画異腹足目の3目は1つの目にまとめるのが適当と考えられる。
なお，これらの結論は、比較解剖学的研究の結果とよく一致している。
審　　査　　の　　要　　旨
　軟体動物の前鯛類と昆虫類の申の鱗翅類は二型の精子をもつことが古くから知られておりラその
生物学的意義についてはラ多くの研究者の関心が寄せられて来た。しかし，未だに害その本質的な
点についてはヨほとんど分っていない。
　本研究はそうした問題解明の一翼を担うものでヨ前鯛類の正型精子と異型精子の微細構造を電子
顕微鏡によって調べるだけでなく曾必要に応じて、その形成過程やヨ生きた精子の位相差顕微鏡に
よる観察の結果なども加えて，それらの比較形態学的な知見から，前鯛類内の従来分類体系を検討
してこの動物群の系統関係を明らかにしようとするものである。
　本論文では争そのうちの正型精子のみを対照としているが，前鯛類の分野全体にわたる4目37科
64種の材料を採集しヨ電子顕微鏡用の資料を作成してラその観察結果から，統一的見解を導き出し
た努力は評価されてよいであろう。
　観察の結果害従来の原始腹足目に含まれていたアマオブネガイ亜目を、独立の1目とすること、
従来の中腹足目1新腹足目1異腹足目は併せて1目とすべきこと雪など指摘してヨ前鯛類全体にわ
たる新しい分類体系を提案している。近年冒微細構造による比較形態学的研究を通じてヨ生物の系
統関係の解明しようとする傾向が増加しつつあるがラ本研究はそうした分野でのラ先駆的な業績の
一つともいうことができる。従って、本論文はヨこの分野の発展に貢献するところが大きい業績と
して高く評価される。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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